
Tableau Data Server で
ガバナンスの行き届いたデータアクセスを実現



質問...

• ユーザーのデータアクセスを一元管理するとともに、アドホックの探索を可能にしたいですか?

• 増加するデータソースの複製への対処に苦労していますか?

• 抽出を一度更新すると、接続されたワークブックのすべてが自動的に更新されるようにしたいですか?

• フィールドの標準定義を策定するための計算作成機能のあるメタデータの一元管理を提供したいですか?

• 各ユーザーのローカルマシンにデータベースドライバーを導入するのは面倒だと思っていますか?

• データベースに格納されたデータに対するユーザーのアクセスをシンプルにしたいですか?

これらの質問のうちのいずれかに「はい」と答えた場合は、Data Server が解決します。
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Data Server によるインパクト

パブリッシュされたデータソース

メタデータモデル

データ標準チェックリスト

認証済みデータソース

Tableau Server パーミッション

サイトロールと責任
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• セキュリティで保護およびガバナンスで管理されたアクセス — セキュ

リティ保護とガバナンス管理された運用モデルで、正しいデータを適

切な対象者に提供できます。

• データの品質と信頼性 — 健全なデータで事実ベースの意思決定が

行えます。

• 信頼と自信の構築 — 信頼されたデータを自信を持って使用すること

ができ、ビジネス価値を促進できます。

• 一貫したユーザーエクスペリエンス — 簡単に参照でき、透明性を備

えた誰でも理解できるフォーマットでプロセスを文書化できます。

• パフォーマンスとスケーラビリティ — ガバナンスプロセスでデータと

コンテンツの増加を抑制します。

Tableau Server には、セキュリティ、ガバナンス、データ探索、コ
ラボレーションを促進する多数の機能が組み込まれています。
Tableau Server に含まれているそのようなツールの中で最も強
力なのは、まず間違いなく Data Server です。

Data Server は IT にとって、データアーキテクチャの複雑さをビ
ジネスユーザーに感じさせることなく、セキュリティ、ガバナンス、
要件の監視を満たしてくれるものとなります。ライブ接続または
抽出されたデータセット、およびデータベースドライバーの一元
管理が可能です。

また、ビジネスユーザーは Data Server によって正しいデータを使
用していることが確信できるので、思い通りに Data Server を探索
してビジネス価値を促進する新たなインサイトを発見できます。

企業は Tableau の使用に関する緩やかなガイドラインから厳格
な境界線まで、自社のガバナンスプロセスを策定し、誰もが理
解できる役割と責任を定義しておく必要があります。

IT がビジネスイネーブラーになれば、情報が十分に提供されて
いるユーザーはデータを信頼し、ガバナンスで管理されたデー
タアクセスからメリットを得られます。



Tableau Server から

Tableau Desktop から

Tableau Server をインストールするとすぐに、標
準の計算など、用意されているメタデータモデ
ルを Data Server で共有できます。

適切なパーミッションのあるユーザーは、
Tableau Desktop で次のことを実行できます。

• 他のデータベースに接続するのと同様に、
Data Server に接続する: 

1. 接続リストから Tableau Server
を選択する。

2. 認証する。
3. データソースを選択する。

• Tableau Server でデータソースにアクセス
することで、パーミッションの管理、手動で
の更新、パブリッシュされたデータソースの
削除を管理する。



Data Server によるインパクト

データソースのパブリッシュ

使用状況とステータスの監視

メタデータモデルの整備と共有

パブリッシュと認証のプロセス確立

データアクセスのパーミッション管理

認証済みデータソースの指定

データ標準の確立



Data Server は、パブリッシュされたデータソースを使用して、メ
タデータモデルおよびデータの一元管理を組織に提供します。
適切なパーミッションを持つユーザーは、Tableau Server でデー
タソースのパブリッシュを行うことで定義したライブ接続または
抽出済みデータセットを共有できます。データソースがパブリッ
シュされると、他のタイプのデータと同様、その他のユーザーが
自身のワークブックから接続することができます。パブリッシュさ
れたデータソースのデータが更新されると、それに接続されて
いるすべてのワークブックにその変更が反映されます。

Data Server の使用によって、データの一貫性と信頼性がユー
ザーにもたらされるだけでなく、管理者にも利点があります。複
数のワークブックを 1 つのデータソースに接続できることで、
データソースの埋め込み数を最小化し、ストレージスペースと処
理時間を節約できるからです。ユーザーが、パブリッシュされた
データソースに接続されたワークブックをダウンロードし、その
後、抽出すると、抽出はサーバーに保持されるためネットワーク
トラフィックを抑えることができます。

また、接続にデータベースドライバーが必要な場合、ドライバー
のインストールと維持はサーバー上でのみ実行され、各ユー
ザーのコンピューターでは必要ありませんTableau Online を使
用すれば、サイトにパブリッシュされているデータソースに、サ
ポートされているすべてのドライバーを利用できます。

メタデータモデルは簡単にパブリッシュできます。接続しているデータソースのコンテ
キストメニューで [サーバーにパブリッシュ...] を選択し、認証資格情報を入力して
データソースパーミッションを指定するだけです。



データベース

アプリケーション

クラウドビッグデータ

ファイル

データのソース

データソース

VizQL モデル

接続
接続属性
表
結合
ライブ/抽出

計算
エイリアス
既定の形式
コメント

フィルター
集計
役割
表計算

データモデル



 分析用にフィルターおよびサイジング済み

 ビジネスで扱いやすい命名規則を使用

 データ型を設定

 階層を作成

 書式設定の適用 (日付、番号など)

 会計年度の開始日を設定 (該当する場合)

 新しい計算を追加

 重複/テスト計算を削除

 コメントを入力

 最上位レベルに集計

 未使用のフィールドを非表示

 Tableau Server にパブリッシュ

パブリッシュされたデータソースのチェックリスト



認証メモ

認証バッジ

認証バッジと認証メモは認証済みデータソースであることを示します。これらによって
ユーザーは、そのデータが信頼できるものであることを認識できます。



データソースパーミッション

使用

編集

表示 — データソースをオープン

接続 — データソースに接続

保存 — Tableau Server でデータソースを保存お

よび上書き

ダウンロード — データソースをダウンロード

削除 — データソースを削除

パーミッションの設定 — データソースのパーミッ

ションを指定

パーミッションルール

エディター — ユーザーまたはグループにサー

バーのデータソースの接続、編集、ダウンロード、

削除、パーミッション設定を許可します。データ

ソースのパブリッシュも可能で、パブリッシュされ

たデータソースの所有者である場合、接続情報

と抽出の更新スケジュールを変更することもでき

ます。(管理者またはプロジェクトリーダーがデー

タソースの所有者を変更した場合、最後の 2 つ

の機能は利用できなくなります。)

コネクター — ユーザーまたはグループにサー

バーのデータソースへの接続を許可します。



• サーバー管理者 — サーバー管理者は、組織のガバナンスポリシーおよびプロセスに

従い、ソフトウェアとデータベースドライバーのインストールや、構成、アップグレード、

監視、保守、およびセキュリティの監視を行います。

• サイト管理者/プロジェクトリーダー — サイト管理者およびプロジェクトリーダーの責任

は、それぞれ Tableau Server サイトまたはプロジェクトを管理することです。これには

ユーザー、パーミッション、データソース認証が含まれます。これらの担当者の管理機

能を代表するのが、サーバー管理者です。

• Creator (データスチュワード/アナリスト) — Creator は Tableau Desktop または

Tableau Server Web 作成 を使用してデータに接続し、新しいデータソースやダッシュ

ボードを作成します。これらのデータソースとダッシュボードは Tableau Server でパブ

リッシュおよび共有されます。データスチュワード (DBA またはデータアナリストなど) 

はデータソースをパブリッシュします。

また、組織の義務および/または規制義務に準拠しながら、プロセスの定義、ポリシー、

ガイドラインや、エンタープライズのメタデータ管理に関するビジネス知識を組み込みます。

• Explorer (アナリスト) — Explorer は Tableau Server Web 作成 を使用して既存のデー

タソースに接続し、新しいダッシュボードを作成します。これらのダッシュボードは

Tableau Server で保存および共有されます。

• Viewer (ビジネスユーザー) — Viewer はコンテンツを表示したり操作したりすることが

できます。



データスチュワード/
アナリスト
(Creator)

サイト管理者または
プロジェクトリーダー

アナリスト
(Creator または Explorer)

データソースを特定

データソースに接続

データモデルのプロ
トタイプを作成/強化

プロダクションデー
タソースプロジェクト
にデータソースをパ

ブリッシュ

サンドボックスプロ
ジェクトにワークブック
を保存/パブリッシュ

データモデルのプロ
トタイプを確認

承認?

認証済みデータ
に 接続

いいえ

はい

パブリッシュされた
データソースを認証



DBA/データスチュワード
(Creator)

アナリスト
(Creator または Explorer)

サイト管理者または
プロジェクトリーダー

アナリスト
(Creator または Explorer)

データソースを特定

データソースに接続

データモデルのプロ
トタイプを作成/強化

プロダクションデー
タソースプロジェクト
にデータソースをパ
ブリッシュし、認証

サンドボックスプロ
ジェクトにワークブック
を保存/パブリッシュ

データソースのプロ
トタイプを確認

必要な
データ
がある
か?

データモデルのプロ
トタイプを強化

サンドボックスプロ
ジェクトにワークブック
を保存/パブリッシュ

データモデルのプロ
トタイプを確認

承認?

認証済みデータ
に 接続

はい

いいえ

いいえ

はい





Tableau Desktop

Tableau Server Tableau Online

Data Server およびパブリッシュされたデータソースにより、デー

タのサイロ状態や信頼されないデータの増加を防止することが

できます。抽出の更新をスケジュールすることができ、組織の全

ユーザーが同じ共有データとフィールド定義で常に最新の状態

を維持できます。

今すぐ Tableau Prep および Tableau Desktop とともに Tableau 

Server または Tableau Online を使用し、Data Server とパブリッ

シュされたデータソースを使用してガバナンス管理されたデータ

アクセスを実際に体験してください。

https://www.tableau.com/ja-jp/products/trial

Tableau Prep

https://www.tableau.com/ja-jp/products/trial



	Slide Number 1
	Slide Number 2
	Slide Number 3
	メリット
	Data Server の�場所
	Slide Number 6
	パブリッシュされた�データソース
	メタデータ�モデル
	データ�標準
	認証済み�データソース
	Tableau Server パーミッション
	サイトロールと�責任
	ダイレクトアクセス�ワークフロー
	制限アクセス�ワークフロー
	使用状況と�ステータスの監視
	無料トライアルの開始
	Slide Number 17

